
     

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

からだの元気レター                         １月 

 

ファミリー健康相談では、こんな相談が… 

 

今回の年末年始の連休は大型連休

となり、旅行や帰省の計画をたて

ている方も多いのではないでしょ

うか。一方、医療機関も休診期間

が長くなるため、急な体調不良に

どう対応してよいか不安になって

しまうこともあります。そんなと

きは、ファミリー健康相談へ電話

してください！ ヘルスアドバイ

ザーと顧問医師が連携し、適切な

アドバイスや、救急対応できる医

療機関をご紹介します。 

 

ご自分の健康、ご家族の健康で気になることがあったなら、ファミリー健康相談に相談です！ 

相談専用電話番号は各健康保険組合のホームページまたは健康保険組合発行の冊子等を 

ごらんください。 

 

 
 

ヘルスアドバイザーから

今月の一言 
 

花粉症対策は早めに 

 
厳しい寒さが続くと、春

の訪れが待ち遠しくなりま

すが、暖かくなると花粉の

飛散する季節もやってきま

す。昨年末に日本気象協会

から発表された今年の花粉

の予想は、東日本や太平洋

側ではやや多いと予測され

ています。逆に東北と関東

甲信、北陸地方は例年より

少なめとなっています。花

粉の飛散量は夏の気候に大

きく影響され、また、東西

南北に細長い日本列島の特

色として、地域によっても

差が出てくるようです。 

今までに花粉症と診断さ

れて治療をしたことのある

方はとくに、花粉の飛散す

る前、症状の出る前に抗ア

レルギー剤の服用をはじ

め、マスクなどで予防する

と症状を抑えることがで

き、実際に症状が出ても軽

くて済むといわれていま

す。初期に服用する抗アレ

ルギー剤は、最近では眠く

なる成分を含まないものも

あります。一般的には、花

粉が飛散する２週間前から

の服用が望ましいと考えら

れています。寒い季節が一

段落したら、早めに耳鼻科

等を受診し準備をしておき

ましょう。 

Q：５歳になる子どもが、左耳の下が痛いといっています。腫れや熱はあ

りませんが、何かの病気でしょうか？ 

A：おたふくかぜや中耳炎の可能性も考えられます。患部を冷やし

て様子をみてください。痛みが続いたり、熱が出るようであれ

ば受診してください。 

 

Q：激しい嘔吐がありました。ノロウイルスではないかと心配です 

 A：激しい嘔吐や下痢が続くなどの症状から、ノロウイルスの可能

性も考えられます。しばらく様子をみて、症状が続くようであ

れば受診してください。 

 

Q：体重が２ヵ月で５㎏も減少してしまいました。人間ドックを受けようと

思っているのですが、受診時にどう伝えればよいですか？ 

A：食事量が減っていること、運動を頻繁にするようになったこと

など疾患以外の要因を伝えてください。人間ドックでは内臓、

内分泌疾患の可能性や、それに対して必要な検査の確認を行っ

てください。 

 

Q：妻がインフルエンザに感染してしまいました。私が感染予防のため

にこれからワクチンを接種しても間に合いますか？ 

A：インフルエンザのワクチンは、

接種後１～２週間で抗体が上昇

します。ですから、今感染して

いる人からの感染予防には間に

合いません。手洗い、うがい、

マスクの着用等で予防を心がけ

てください。 

 

 

 

 

 


